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山 下 真知子

要 旨

本研究は、人間と共生する環境作 りにおいて重要なファクターである 「色彩」を、建

築空間にどのように設計 されることが適切であるのか、 ということを基本的な命題 とす

る。

本論は、色彩が人間と有意な相互作用一 コミュニケーションーを及ぼ して機能するか

ということを明らかにする一プロセスとして位置付けるもので、「感情か らイメージさ

れる色彩」 として、色彩 と人間の感情 との相関についての基礎的な実験調査に基づ き検

討を試みるものである。

色は、光や湿度、見る人の視機能によって変化 して見えることからも、我々の見えて

いる色その ものに、絶対色は無いと考えられるため、色彩 と人間の感情との相関につい

ての調査で得た結果は、色相そのものには言及せず、色度(赤 み⇔緑み、青み⇔黄み)、

明度(明 るさの度合い)、彩度(鮮 やかさの度合い)か ら検討 した。その結果 として、

「喜楽 ・怒 ・哀 ・寛」それぞれの人間の感情からイメージされる色彩 は、個 々の感情体

験の差異に関らず、ある共通した傾向を持つ ことが明 らかになった。

キ ー ワ ー ド 色 彩 感 情 、 色 度 、 明 度 、 彩 度

1.は じ め に

人間は生まれた時か ら 「光」 という色彩を体験する。光によって体験することので き

る 「色」 という原初的な体感は、 どの人間にも与えられた力である。視覚は、人間の五
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感 といわれる感覚の うち、約87%を 占めているとい う。視覚が捉える色 ・形 ・素材感な

どの情報のうち、最 も大 きい割合を占めるのは色彩であ り、人間と色彩 との心理的な接

点は、色彩心理学によって、明 らかにされているところである。 しか し、色彩心理学が、

いくら単一一の色彩における人間の心理 ・物理量 を明 らかにしても、我々の 日常 は、決 し

て単一の色彩で構成 されているわけではない。色彩心理学 は 「色そのもの」 と感情 との

相関について豊富な知見 を明 らかにして きたが、それは色彩空間に迫るものではない。

「色は単体で存在す るのではなく、何か意味を持つ対象(建 築、工業製品、衣服等)と
1)

切 り離 して考えることはできない。」 と、石 田が指摘するように、我々は生活環境 の中

で、色だけではな く、形、材質感、遠近感(空 間)、 光の同時相補性 によって知覚 し、

何一つとして部分要素に切 り刻めない全体性から感覚的に捉 えている。 しかしなが ら、

我々は、3次 元空間を体験する時に、一瞬に して、材質感、遠近感(空 間)、 明暗のみ

ならず、快 ・不快、適 ・不適の判断まで、やは り色彩によって左右 されてしまう。心理

的な圧迫感や解放感 もまた、建築空間における視覚刺激 としての色彩が及ぼす大きな要

素であると考えられる。 これ らのことを考えあわせれば、例えば、医療や福祉施設で能

動的に動けない状況にあ り、その者 にとって快適な環境 を自由に選べない状態である場

合、色彩設計のあ り方は、人為的なケア以上に人間に影響 を及ぼすと考えられる。

色彩研究家であるF.ビ レンが、病院建築の色彩設計 は以前に比べて、洗練 されたもの

になっているとしながら、「もちろん色彩そのものが治療するのではない。そ うではな

く色彩が人間存在にたいし、内面から元気にな り快適な気分があふれでるような支援の

目的に役立つのである。今 も変わらず最善の医学的療法はなにか といえば、それこそ患
2)

者の気力にほかならない。」 と提言するように、受動的な立場をとらざるを得ない病院

の患者や高齢者施設のユーザーは、自らの気力、すなわち自助力を呼び覚ますことが回

復への一歩である。21世 紀 に向けてのケア環境の質的向上は、決 して人的ケア環境だけ

ではなく、建築環境に期待 されるところが大 きい。回復期ケアという目的を持つ建築空

間のコンテクス トは、ユーザー自身が自己の感情と向き合 う中にあ り、ユーザー自身の

自助力を呼び覚ます可能性 を支援するプロセスの中にある。そ してそれは、ユーザーが

捉える建築空間の色彩 とユーザー自身の感情を切 り離 して考えることはで きない。そこ

にはユーザーの精神性や肉体の感覚機能などを射程 とした目的 ・効果 ・機能 を意図 した

コンテクス トを配置することが重要であ り、ユーザーの当た り前の感情の在処 を包み込

む配慮が要る。

そこで、ケア環境、 とりわけ回復期にある高齢者の施設に視点をあて、 どのような色

彩環境が、人間と有意な相互作用一 コミュニケーションー を及ぼして機能するかという

ことを、明らかにするために、色彩 と感情の連関についての基礎的な調査を行 った。

ここで捉える 「感情」 とは、瞬間的な生理的反応 としての情動ではなく、ある対象に
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対 して経験 した態度や気分や調子、情緒 といった状態をさす。

2.調 査概要 と手続 き

色彩 と感情についての連関を体系的に構成す るための分析調査法 として、アメリカの

心理学者オズグッド,C.E.(CharlesEges-tonOsgood:1916-)が 開発 した心理尺度法一

SD法(意 味微分法)一 が一般的である。言葉、音、形、色、動 きなどの組合せをコンセ

プ トと呼び、 これらの項 目につ き、正反対の意味を持つ形容詞で定義される複数の尺度

上で判定 し、その平均値のプロフィールを比較 した り、因子分析から共通根を求めたり

する方法である。これは、代表的な数色のカラーサ ンプル(対 象)に 対 して、複数の相

対する形容詞 を項目として3～7段 階の尺度を用いて、被験者がその印象の度合いを評

価する方法で、色彩の心理的効果を多面的に分析 し、色彩の感情的な面を捉えるための

有効な方法であるとされる。他にも、連想法など、色の意味を調べる方法や嗜好調査の

報告は豊富である。また、色彩 と感情の調査ではサ ンプル色を提示 しない場合 もあ り、

色名だけで評価 させる方法もある。 これは、言葉(色 名)か ら得た被験者自身のイメー

ジカによるため、被験者の認識する 「色」 自体はシンボリックな意味で しかない。 しか

し、色の 「感 じ」の評価 として、固有のカラーサ ンプルを対象 とする限 り、被験者が

個々に持つ色彩感情は、データとしては表われず、実験者の意図や発想の範囲内に留

まって しまう可能性が大 きい。また、代表的な固有の数色のカラーサンプルを対象 とし

て、記述による連想法を行って も、被験者の個々のイメージが個々の言語によって表 さ

れるために、データか ら統制することは困難である。いずれにしても、被験者が対象 と

なる数色か ら、 どのような感情を呼び覚まされているかといったことは大体の傾向を掴

むことはで きても、不確かである。

本研究の 目的は、ある固有の色彩に対する感情評価ではな く、人間の感情 自体が色彩

とどのように連関しているのか といったことを体系的にすることである。すなわち、色

自体 を対象にするのではな く、被験者の個々の感情体験を対象にして、感情から呼び覚

まされる色彩が、どのような属性や傾向を持っているかを調査することにある。そこで、

被験者に、「色」刺激か ら感情を発露 させたり、評価 させた りするのではなく、被験者

ひとりひとりの感情の表現手段のッール として 「色彩」を使う、 という方法をとった。

これは、被験者一人ひとりに、12形 容詞を提示 し、その形容詞によって、被験者が自己

の感情イメージを呼び覚 まし、与えられた65色 票か ら、 自己の感情イメージ色に最 も近

い色票を抽出する、 という方法である。ここでは、ある対象を評価 させるのではなく、

言語から個々の体験に基づ く感情イメージと色彩 との相関を探る目的であるが、建築室
3)～4)

内 の カ ラ ー ス ラ イ ドを 対 象 に し た乾 に よ るSD法 デ ー タ4因 子 「評 価 」、 「活 動 」、 「暖 か
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5)

さ」、「勢力」や小林によるカラーに関する言語イメージを参考に、「喜 ・怒 ・哀 ・楽」

の主観的な感情 を表す感情形容詞 と、「寛」の意味で状態の判断を表す属性形容詞の計

12形 容詞を抽出した。 これらの形容詞は、ポジティブ感情(肯 定的)と ネガティブ感情

(否定的)を もとにした主観的なものと、「寛」 とい うニュー トラルな(中 立的)状 態の

判断を表 し、ある対象の性状に対 して感情的な体験に基づいていると予測 され、いずれ

も、個々の生活語に根 ざしているものである。ポジティブな 「喜 ・楽」感情 としては、

嬉 しい、楽 しい、陽気な、を抽出し、ネガティブな 「怒 ・哀」感情 としては、不愉快な、

苦 しい、残忍な(残 酷な)、憂諺 な、哀 しい(悲 しい)、 寂しい、を抽出 した。そ して、

ニュー トラルな 「寛」感情 として、優 しい、心地よい、穏やかな、を抽出し、12形 容詞

とした。

これらの形容詞を示 したシー トと白か ら黒 までの無彩色5色 を含む65色 の色票(日 本

色研 トーナルカラー65色 組)を 被験者ひとりひとりに配布 し、被験者は、示 された言語

からイメージした 「色」 を65色票から抽出するが、その前 にいくつかの手続 きが必要で

ある。まず、一つ 目は、被験者の色覚に偏 りがある場合である。 この場合、被験者自身

が形容詞か ら感情 「色」 をイメージして抽出した色票 と感情との相関をみてとることが

できない。二つ目は、被験者が本実験の一・連の作業行為に対する手順の練習が必要であ

る。一般に、人間は生活の中で感情言語 と色を無意識に繋げていると考えられ、自己の

感情 と向 き合い、その繋が りを意識化させる行為 は日常的な作業ではない。そこで、本

実験 に入る前段階の作業 を実施 した。これは、前述 したように被験者の色覚の偏 りの有

無 を調査する目的 と 「色 を連想する」という行為への導入 を兼ねたものである。これは、

①提示 した色名を認識 し、②色名から連想 した名詞を言語で記入 し、③その名詞か らイ

メージした色票を各 自与 えられた65色 票か ら抽出 し、④ シー ト内の提示 した枠 に合うよ

うに切 って貼付する、 という一連の作業である。これによって、65色 票の扱い方に慣れ、

本実験 をスムーズに実施することが出来た。 ここで得 られた予備データの うち、色覚に

偏 りが認められた件数は4件 で、(い ずれも男子)、 この4件 については、集計データか

ら除外 した。

実験では、12形 容詞に対 しての意味合いや感じがイメージされなければならないが、

人間の感情 と色彩の相関を明 らかにするためには、多様な属性の多数の被験者が必要で

ある。これについては、以下に実験の際の詳細 を述べるが、実験者が開催する五感を呼

び覚 ます 「いろ体験」 ワークショップのプログラムの一部一 「感情 を色で表現する」一

で2年 の歳月をかけて実施し収集 した。この方法は通常のアンケー ト調査の数倍の時間

を要するが、色の明暗や強弱を含む色票 を使用 したために、被験者が抽 出した感情イ

メージ色が色彩の三属性である色相だけに留 まらず、彩度や明度を含めた全体性 として

入手できる有効性がある。伝統的な心理実験で得 られる色刺激に対する個々の感情デー
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タではなく、被験者が言語刺激によって個々に体験された感情を自己覚醒 し、色彩で表

出するこのデータ収集方法は、これまでには例の無い独 自性のある方法なだけに、今後

の検討せねばならない課題を含んでいるが、現時点では、伝統的な心理実験では得 られ

ない質的な固有の羅列データとして人間の感情と色彩イメージとの相関を精緻に検証す

ることが可能であると考えられる。データに対する倫理的な対応、及び個人情報の守秘

義務 に関しては、565名 の被験者に対 して、本研究の目的を説明 し、十分な理解や賛同

を示 して頂けた被験者のシー トのみをデー タとして回収するという方法をとった。

2-1被 験者概要

◆被験者数と性別 被験者…565名

♂:14%

(80名)

♀:86%

(485名)

◆被験者の年齢

◆職種

【図1被 験者概要】

図1は 、被験者の概要である。565名 の被験者のうち、男性 は80名 である。但 し、80

名分の分析結果 と、女性485名 の分析結果との差異は認め られなかった。年齢は10歳 か

ら83歳 までで、10代 の被験者のうちの36%(41名)が 小学生である以外 は、18歳 ～19歳

である。60代 以上の被験者のうち、70代 以上は7名 で、残 りはすべて60代 である。本実

験における被験者は、「感情」を取 り扱 うために、生 まれて10年 しか経ていない子 ども

から、多様な経験 を積んだ83歳 まで、年齢によって感情のイメージの紡がれ方が異なる

人々の多様な年齢層のデータが必要であった。60代 以上の被験者の分析結果 と、それ以
[注1コ

下の分析結果における差異は認められなかった。職業区分で、最 も多いのが教師で、こ

の中には、義務教育の教師と高校や専門学校の教師、大学教員まで、あ らゆる年齢層を

対象 にした教師が含まれている。学生の135名(24%)の うちの8割 はファッシ ョンビ

ジネスを学ぶ専門学校生、看護師を目指す専門学校生で残 りの2割 は、大学生、大学院

生である。57名 の専門技術職には、保母、デザイナー、インス トラクター、手芸家、美

容師、コピーライターや編集者など多様である。
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2-2調 査の手続き

前述したように、このデータ収集方法は、 これまでには例の無い独 自性のある方法で、

伝統的な心理実験という体裁ではない。実験者が開催する五感を呼び覚 ます 「いろ体験」

ワークショップのプログラムの一一部一 「感情を色で表現する」一 というワーク形式であ

る。
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写真(左 上)は 、全ての参加者に配布 した 「色票」(日 本色研 トーナルカラー65色 組)

である。 これは、日本色研事業株式会社が色彩教育用に開発 したもので、「日本色研に

配色体系(PCCS)に 基づき、文部省学習指導要領に示されている、色の明暗や強弱(色

の トーン)別 のいうがみで、新 しい配色理論 として広 く活用されている、 トーン配色の

演習、応用のために作 られたいうがみです。」 と示されているが、参加者には、パ ッケー

ジから出して、写真にある状態で配布している。

右上の写真 は、配布 したワークシー トに貼 られた 「いろ感情」のサ ンプルである。「い

ろ感情:作 業風景」(写 真下)を 見てもわかるように、「いろ感情:作 業中」は、参加者

同士の私語や相談は一切な く、また、実験者(主 催者)も 無言である。年齢の枠組みを

超えて、参加者は自主的に、 ワークシー トの作業に思い思いに専念する。「いろ体験」

ワークシ ョップの所要時間は、約90分 で、「感情を色で表現する」 ワークは、そのうち
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の30分 で あ る。 次 に示 した ワー ク シ ー ト② と③ は 、 使 用 す る ワ ー ク シー トの サ ン プ ル で

あ る 。 実 験 者(主 催 者)は 、 各 ワー ク シー トの 「Exercise」 の 部 分 に示 した 言 葉 を 丁 寧

に読 み 上 げ る 以外 は、 ワ ー ク シ ー ト② の 設 問 で あ る 「色 名 」 や ワ ー ク シ ー ト③ の 「形 容

詞 」 に つ い て は 、 一・切 、 読 み 上 げ た り、 発 語 で示 し た り、 意 味 を示 唆 す る こ とは 行 わ な

い。 まず 、 被 験 者 が 自分 の 「道 具 」 に 慣 れ 親 しむ た め の プ ロセ ス と して 、 配 布 した65色

票 を使 い 、 以 下 に示 した 「い ろ体 験:ワ ー ク シ ー ト② 」 の 手 順 に従 い 、 色 紙 を 選 び、 切

り、貼 る、 とい った 一 連 の作 業 練 習 を す る。

「いろ」体験:ワ ークシート②

さあ 五感をひらきましょう!イ メージを呼び覚ましましょう!

Exercise2.

下に10の 「色の名前」を示しました。これを見て、あなたが一番にイメージしたものは
何ですか?言 葉で書きましょう。

次に、イメージしたものに一番近い 「いろ」をカラーカー ドから探 して貼(は)ります。

ただし、イメージしたものを言葉で書く作業をまとめてや ってはいけません。
「イメージする→ことばで書く→色を貼る」の手順ですすめてください。

イメージしたものは何でしょう? それはどんな 「いろ」?

赤(あか)

紫(むらさき)

白(し ろ)

榿(だ いだい)

青(あお)

緑(みどり)

黄(き)

茶色(ぢゃいろ)

ピンク

黒(く ろ)

【図2い ろ体 験 シ ー ト② 】

図3の ワークシー ト③ に作業後感想の 自由記述欄 を設けたが、「童心に戻 って夢中に

なった」、「色で感情を発露することが新鮮だった」、「こんな自分の感情と向き合う方法

があったのか」、「自分の感情を受け止め られるようにな りたい」等々、さまざまな感想

が書かれ、各 自が実験作業を超えて自己の感情 と向 き合おうとしたプロセスに対する思

いが表れている。

尚、参加者が作業 した部屋の照明及び採光の条件だが、一人一人の 「通常の生活環境
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での見え方」 ということを観点にしているため、昼光色の蛍光灯で、65色 票の差が認識

できる明るさを基本 とし、窓際にいる参加者 とそうではない参加者の見え方の差異 も含

む。参加者の年齢層が幅広いだけに見え方や色覚の状況については、当然偏 りがあると

考えられるが、予備シー ト(ワ ークシー ト②)で 、赤 と緑の混乱が認め られたデータ4

件については、統計か ら除外 した。

「いろ」体験:ワ ークシー ト③

さあ 五感をひらきましょう!気 もちを 「いろ言語」で話しましょう!

Exercise3.次 に示すことばからイメージした 「いろ」を貼(は)りましょう。

①嬉しい
(うれしい)

③陽気な

⑤穏やかな
(おだやかな)

⑦苦しい

⑨優しい
(やさしい)

⑪残忍な(ざんにんな)

残酷な(ざんこくな)

②不愉快な
(ふゆかいな)

④哀しい
(かなしい)

⑥楽しい

⑧寂しい
(さびしい)

⑩心地よい
(ここちよい)

⑫憂欝な
(ゆううつな)

「いろ」体験はいかがでしたか?感 想をお聞かぜください。

○で3囲 んでください。
あなたの年齢(10代 ・20代 ・30代 ・40代 ・50代・60代 ・70代 ・80～}
あなたの性別(男・女}
あなたは(1.小学生2専 門学校生3.大 学生、大学院生4看 護師5教 師(大 学教員も含む}

6.専門技術色7.一 般職8主 婦}

【図3い ろ体 験 シ ー ト③ 】

ここでは、色票の全容 を示すために、以下の図4に 実際の色票を示 した。 これは、実

験者の視感に基づき、 コンピューター上でRGBに よって再現 したものである。色の上に

示 した番号は、日本色研が設けた色票ナ ンバーで、色票 自体には示 されておらず、パ ッ

ケージの裏に色彩教育用 に、「色名」、「色相」、「色相別グループ」、「トーン別」などが

番号 とともに示 されている。以下の図像上のプロットについては、このRGB再 現色を使

用 した。
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色票サンプル
__3456●_______
_●232425●-27●______

_________50__5354
[6162■ ■ ■固

151617181920

35●____
555657585960

日本色研トーナルカラー65色 組

【図4色 票 サ ンプ ル】

3.「 喜 ・怒 ・哀 ・楽 ・寛」 の 感情 と色 彩 イメ ージ の相 関

3-1a*b*空 間から 「喜 ・怒 ・哀 ・楽 ・寛」感情 を見る

人々の視覚が捉 える色は、さまざまなファクターによって異なる。照明や光の条件に

限らず、加齢に伴って黄変する 「見え」の状態や、色覚の偏 りなど、人々の 「見え方」

の個性はさまざまである。人々がたとえ、同 じ赤いポス トを見て、「赤」だと認識 した

としても、それぞれの視覚 によってどの ような 「赤色」 に見えているのか、 といった

「色」の絶対色 を論ずるのは難 しい。色相そのものに視点をおき感情 との相関を明 らか

にする色彩感情の研究では、マ ンセル表色系(色 相を1～10の 数字 と記号(赤 はR、 黄

赤はYR、 黄はYな ど)で 示す。)に よるものが一般的である。

ここでは、建築空間における色彩についての基礎的な研究の位置づけとして、人問が

イメージする感情そのものに視点をおき、色彩 との相関を探 ることを目的 とするために、

色相そのものではなく、1項 ～2項 で色度(色 み、傾向)、3項 では、明度 と彩度に視

点をあて、「喜楽 ・怒 ・哀 ・寛」感情 と明度 ・彩度の相関全容 を明 らかにす ることを試

みる。

また、本章では、「楽 しい」「嬉 しい」「陽気な」をポジティブ感情、「優 しい」「穏や

かな」「心地よい」 をニュー トラル感情、「不愉快 な」、「残忍な」、「苦 しい」、「憂轡な」、

「哀 しい」、「寂 しい」 をネガティブ感情 と位置付けるもの とする。

図5は 、565名 が 「いろ感情」 を表すために使った65色 票の明度 ・彩度のポジション

を示 したものである。色票は印刷 の ドッ トによって、L*a*b*値 に誤差が出るため、

色度計(ミ ノルタ ・カラーリーダーCR13)で は、9ア ベ レージを基にしている。本項で

示す色度図は、L*a*b*空 間を水平 に切った状態で、L*値 は明度指数 を表 し、a*値

は赤色、緑色方向の色傾向の度合い、b*値 は黄色、青色方向の色傾向の度合いを表す。

図5の 円の中央の 「0」を中心にかかる横軸(±a*)で は、+方 向に赤色方向の色傾向

の度合い(但 し:こ れ以降、「赤み」 と記述)、 一方向に緑色方向の色傾向の度合い(但

し:こ れ以降、「緑み」 と記述)を 示 し、縦軸(±b*)で は、+方 向に黄色方向の色傾

向の度合 い(但 し:こ れ以降、「黄み」 と記述)、 一方向に青色方向の色傾向の度合い

(但し:こ れ以降、「青み」 と記述)を 示す。 また、本項で示す色度図は2次 元の図であ
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るため、色みの無い(a*値 、b*値 が認め られない)無 彩色については、円の中央の 「0」

軸上 に垂直に重な りを持つ。

【65色票サ ンプル:a*b*ポ ジシ ョン】
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【図565色 票 サ ンプル のa*b*空 間ポ ジシ ョン】

図5よ り被験者が使用 した色票の色度を見る限りでは、青みの(-b*)範 囲の色票が、

黄み(+b*)の 範囲の色票より、少な く赤み(+a*)の 範囲の色票に比べて、類似 し

た色度を持つ ものが認められる以外は、概ね平均的に分布 していることが確認できる。

3-1-(1)色 度図(a*b*空 間)か ら見た 「喜 ・楽」感情

図6一 ①は、被験者(こ れ以降、データ提供者に対 して被験者 と呼ぶ)が 「喜 ・楽」

を表す 「楽 しい」、「うれしい」、「陽気な」でイメージした色票をa*b*色 度図にプロッ

トした ものである。これによると、3つ の 「いろ感情データ」(こ れ以降、感情形容詞

を色 に変換 したデータを 「いろ感情データ」 と呼ぶ)は 、色度分布の強弱に若干の差異

が認められるものの、殆 ど同 じ範囲一赤み(+a*)～ 黄み(+b*)一 に分布 している

ことが見て取れる。ここで示 した色度図では、円の中心に接近すればするほど、色みが

なくなるが、「喜 ・楽」感情は円周に向かって分布 していることから、非常に色みが明

瞭であることがわかる。図6一 ②は、それぞれのいろ感情データにおいてプロッ トの顕

著な重なりが認め られた部分について、まとめた図で、「喜 ・楽」感情は赤み(+a*)

～黄み(+b*)の 色度分布である特徴が見て取れる。
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一a*r

【楽 しい】a*b*色 度図
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【図6一 ① 色度 図 「喜 ・楽」 の感情 】
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【図6一 ② 色度 図:「 喜 ・楽」 の感情 】

3-1-(2)色 度 図(a*b*空 間)か ら見 た 「寛 」 感 情

図7一 ① は、 「寛 」 の 感 情 一 「優 しい」、 「穏 や か な 」、 「心 地 よ い 」 の 状 態 形 容 詞 か ら

イ メ ー ジ した 色 票 をa*b*色 度 図 に プ ロ ッ トし た も の で あ る 。 図6一 ① と同 様 に 、 プ

ロ ッ トの 状 態 は 、 い ず れ も類 似 して い る。 こ こで い う 「寛 」 感 情 とは 、 ニ ュ ー トラ ル な

(中立 的 な)感 情 を 意 味 し、 前 述 した[喜 ・楽 」 や 「怒 」 の 感 情 の よ う に ポ ジ テ ィ ブ な

正 の 力 、 ネ ガ テ ィ ブ な負 の 力 な どが 無 く中立 的 な 状 態 の イ メ ー ジ と して 捉 え る 。

図7一 ① よ り、 「寛 」 感 情 は黄 み(+b*)の 範 囲 を 中 心 に 、 赤 み(+a*)か ら緑 み

(-a*)に プ ロ ッ ト分 布 の 広 が りが 見 られ る 。 「喜 ・楽 」 感 情 の 色 度 が ま と ま っ た 範 囲

の集 中 で あ っ た が 、 「寛 」 感 情 の 色 度 は、 黄 み(+b*)の 緑 み(-a*)や 青(-b*)

み の緑 み(-a*)の 広 い 範 囲 に 分 布 が 表 れ て い る こ とが 異 な る 。 よ っ て 、 「寛 」 感 情 は 、

黄 み(+b*)の 軸 を 中 心 に赤 み(+a*)～ 緑 み(-a*)ま で 多 彩 な感 情 イ メ ー ジ を

持 っ て い る こ とが わか る 。
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【図7一 ① 色度 図 「寛」 の感 情 】

また、「喜 ・楽」感情のプロットに比べ、円周よりやや、中心に近い分布が見てとれ

ることか ら、穏やかな中間色をイメージする被験者が多い。図7一 ② は、図6一 ② と同

様に、それぞれのいろ感情データにおいてプロッ トの顕著 な重なりが認め られた部分に

ついて、まとめた図で、「寛」感情 は、やや中間色で黄み(+b*)の 軸を中心に赤み

(+a*)～ 緑み(-a*)の 色度分布である特徴が見て取れる。

+b*

黄方向

鞠向

r$0

愈騨X60

40

跣 優しい
1

〕12e80・θ6・ サ #se

!o

　 0

一 iO

一80

醸 向

臨 向

【図7一 ② 色度図 「寛」の感情】

3-1-(3)色 度図(a*b*空 間)か ら見 た 「哀」感情

図8一 ① は、「哀」の感情一 「寂 しい」、「哀 しい」、「憂欝な」の3つ の形容詞それぞ

れに対 して抽 出された色票 をa*b*色 度図にプロッ トした ものである。色度か ら見た

「哀」の感 情プロットの特徴は、青み(-b*)と 緑み(-a*)の 範囲に分布 してお り、

「喜 ・楽」の感情のプロットとは 「0」軸を中心 に点対称の位置に分布 している。そ して、

図の円周近 くに分布する 「喜 ・楽」感情、やや中心よりに分布する 「寛」感 情とは異な
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り、「0」軸(中 心)に 集中していることが見て取れる。無彩色を抽出した被験者も多 く、

まるで中央にしゃがんでうず くまっているようにも見える。

【哀しい】a*b*色 度図
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【図8一 ① 色度 図:「 哀」 の感 情 】

臨 向

【図8一 ② 色度 図:「 哀」 の感 情 】

図8一 ① は、 「哀 」 感 情 と して位 置 付 け て 分 類 し た 「寂 しい 」、 「哀 しい」、 「憂 醗 な」

の 感 情 プ ロ ッ トで あ る が 、 「喜 ・楽 」 感 情 や 「寛 」 感 情(図6一 ① 、 図7一 ①)の 様 に

3つ の 感 情 が 類 似 して い な い こ とが わ か る。 類 似 し た色 度 の プ ロ ッ ト分 布 が 見 て 取 れ る

もの は、 「寂 しい 」、 「哀 しい 」 の2感 情 で 、 図8一 ①(右)の 「憂 醗 な」 感 情 プ ロ ッ ト

分 布 は、 む し ろ 図9一 ① に示 す 「不 愉 快 な」 感 情 プ ロ ッ ト分 布 に 類 似 して い る 。 「憂 轡

な」 感 情 に は 、 「0」軸 近 くに黄 み ～ 赤 み の プ ロ ッ トが 目立 ち 、 他 の2感 情 の よ うに 、 「0」

軸 近 くの緑 み(-a*)～ 青 み(-b*)の プ ロ ッ トが 無 い 。 この こ とか ら、 「憂 畿 な」

感 情 は、 「寂 しい 」 と 「哀 しい 」 が 類 似 した 感 情 イ メ ー ジ で あ り、 「憂 醗 な」 は 、 「怒 」

感 情 に 近 い こ と を表 して い る と仮 定 す る こ とが で き る。
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3-1-(4)色 度 図(a*b*空 間)か ら見 た 「怒 」 感 情

図9一 ① は、 「苦 しい 」、 「残 忍 な 」、 「不 愉 快 な」 の3つ の 形 容 詞 を 「怒 」 の 感 情 と し

て 、 分 類 し、 そ れ ぞ れ に対 して 抽 出 され た 色 票 をa*b*色 度 図 に プ ロ ッ トした もの で あ

る 。 「苦 しい 」、 「残 忍 な」 の2感 情 に つ い て は 、 無 彩 色 を イ メ ー ジ す る被 験 者 が圧 倒 的

で あ る。 「苦 しい 」 感 情 で は 、 無 彩 色 に加 え て 、 黄 み(+b*)～ 青 み(-b*)軸 上 の

「0」軸 周 辺 の緑 み(-a*)が 目立 ち 、 「残 忍 な 」 感 情 は、 黄 み(+b*)～ 青 み(-b*)

軸 上 の 「0」軸 周 辺 か ら離 れ た 赤 み(+a*)の プ ロ ッ トが 目立 つ 。 図9一 ①(右):

「不 愉 快 な」 感 情 に つ い て は 、 無 彩 色 よ り も 「0」軸 周 辺 の 黄 み(+b*)の 集 中 が 特 徴

で あ る。
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【図9一 ① 色度 図 「怒」 の感 情 】

璽 向

【図9一 ② 色度図 「怒」 の感 情 】
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感情か らイメージされる色彩 について

3-2彩 度 ・明度から 「喜 ・怒 ・哀 ・楽 ・寛」感情を見 る

次に、「喜 ・怒 ・哀 ・楽 ・寛」感情 と色みの傾向から、更に、明度(色 の明るさの度

合い)と 彩度(色 の鮮やかさの度合い)と 色彩感情との相関を見る。

図10は 、縦軸に明度(0～9段 階)、横軸に彩度(0～17)を 示 したグラフで、被験

者が使用 した65色 票サ ンプルをその明度と彩度 によってポジショニングしたものである。

図中のグレイのシャ ドー部分は、①明度9～ 、彩度全域、②明度3～9で は彩度3以

下、③明度0～3で は彩度12以 下は、色みを殆 ど感 じさせない曖昧な色域を示 している。
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3-2-(1)明 度 ・彩 度 か ら見 た 「喜 ・楽 」 感 情

図11一 ① は 、 「楽 しい 」 「嬉 しい」 「陽気 な 」 の 明 度 ・彩 度 分 布 図 で あ る 。
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【図11一 ① 「喜 ・楽」 感情 の明 度 ・彩度分 布 】
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【図11一 ② 「喜 ・楽」 感情 の明 度 ・彩度分 布 】

「楽しい」、「嬉 しい」感情については、特定の色彩に集中する傾向が顕著で、明度 ・

彩度とも集中した色彩に微妙な差があるものの、殆 ど同様の傾向で、明度5～8、 彩度

12～ でより明瞭な色彩である。これに比 して、「陽気 な」感情については、やや明度 ・

彩度ともに広がった範囲で感情プロッ トが分布 している。いずれにして も 「喜 ・楽」感

情の明度 ・彩度の特徴は、明度4～8の 中～高明度で、彩度10～ の高彩度の明瞭な色彩

であるといえる。
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感情か らイメージされる色彩 について

3-2-(2)明 度 ・彩 度 か ら見 た 「寛 」 感 情

図12一 ① は、 「優 しい 」 「穏 や か な」 「心 地 よ い」 の 明 度 ・彩 度 分 布 図 で あ る。

【優 しい 】
value

(明度)

鵬

。hroma(彩 度)

∈

24
、

iioiz 416

○
: : : :

e L

o

8

一

M ●

厩 8 轟 軸 ● M

● ● ・ ●
r

: ●
● 6 ●

s

∈

【優しい】データ数.565・色票抽出数.46/65

02・iB10・ 準 騨

7
ミ ミ

:
　 一 一

○ 一
●s 9

●

「
● S ` ● 椀

● ● ミ● 、 ● ●

ε

2

● ? ●

●

r

【心地よい】アータ数:565・色票抽出巌:50/65

鵬
∈

【穏やかタ】
138io12㌍ 騨

C
ミ

.

L

■ 一1

∈

● 廼 ●

t 亀 悔

・ 、 ミ '

∈

二

ミ♂ ● ÷・ ● 「

●
●

:
ミ

ミ

r ミ

【穏やかな】データ数:565・色票抽出数:52/65

㌔.● ● ● ●
1～6人7～17人18～40人41～57人58人 ～85人85人 ～110人lll人 ～
～152覧 ～3覧4%～ 四68艶 ～10覧11%～15%16艶 ～19艶2㎝ ～

【図12一 ① 「寛 」感情 の 明度 ・彩 度分 布 】
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【図12一 ② 「寛 」感情 の 明度 ・彩 度分 布】

全般に、「寛」感情 は、明度7～ 、彩度3～llで 高明度、広範囲の彩度の色彩である

ことがわかる。 このうち、「穏やかな」、「心地 よい」感情については、明度7～8、 彩

度4～10に プロットの集中傾向が見 られ、「優 しい」感情については、明度7～8は 同

様で、彩度6～12と 少 し彩度が高い傾向が見て取れる。「寛」感情の明度 ・彩度の特徴

は、明度7以 上野高明度、彩度12ま での中彩度で、「喜 ・楽」感情 より高明度であ りな

が ら彩度は低 く柔かい色彩であることがわかる。
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3-2-(3)明 度 ・彩 度 か ら見 た 「哀 」 感 情 と 「怒 」 感 情

以 下 の 図13一 ① は、 「哀 」 に分 類 した 「寂 しい 」、 「哀 しい」、 「憂 畿 な」 と 「怒 」 に分

類 した 「不 愉 快 な 」、 「苦 しい 」、 「残 忍 な」 感 情 グ ラ フ で あ る。
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【図13一 ① 「哀 」 と 「怒 」感情 の 明度 ・彩 度分 布 】

こ こで は、 比 較 的 類 似 した 特 徴 を 持 つ 感 情 グ ラ フ を並 べ て 示 した 。 まず 、 「寂 しい 」、

「哀 しい 」 感 情 で は 、 明 度4～8、 彩 度0～7ま で に プ ロ ッ トの 集 中 分 布 が 見 られ る。

「憂 畿 な 」、 「不 愉 快 な」 感 情 で は 、 明 度3～5、 彩 度0～6レ ヴ ェ ル に まで 、 明 度 ・彩

度 と も低 くな っ て い る 。 ま た 更 に、 「苦 しい 」、 「残 忍 な 」 感 情 で は 、 明 度2～4、 彩 度

0～3レ ヴ ェ ル に低 くな っ て い る 。 図13一 ① 、② よ り、 これ らの ネ ガ テ ィ ブ感 情 は、 色
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感情か らイメージされる色彩 について

みを殆ど感 じさせない曖昧な色域であるグレイのシャ ドー域に近い分布であることがわ

かる。

【図13一 ② 「哀 」 と 「怒 」感情 の 明度 ・彩 度分布 】

3-3感 情要素の明度 ・彩度分析

さて次に、感 情と明度 ・彩度の相関をもう少 し相対的に考察することを試みる。以下

に示す各図は、縦軸に明度軸、横軸に彩度軸を示 したマ トリックスによるいろ感情デー

タのポジションと、いろ感情データが示 した明度数値、彩度数値からその抽出された割

合を棒 グラフにした ものである。以下の図14一 ① は、65色 票サ ンプルを縦軸に明度軸、

横軸に彩度軸 を示したマ トリックス上にポジシ ョニ ングしたものである。図14一 ②は、

65色 票サ ンプルが示 した明度数値、彩度数値からその抽出された割合 を棒グラフにした

ものと、その割合 に基づいて簡単なマ トリックスにポジショニ ングしたものである。
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これによると、サ ンプル65色 票は、明度5を 中心に、その前後 と、彩度8を 境 に分布

しているが、特 に 「中明度一 中～低彩度」の色票サ ンプルが豊富であるが、概ねバラン

スよく分布 しているといえる。

3-3-(1)感 情 要 素 「喜 ・楽 」 の 明 度 ・彩 度 ポ ジ シ ョン

図15一 ① は 、 「喜 ・楽 」 感 情 一 楽 しい 、 嬉 しい、 陽 気 な一 の い ろ感 情 デ ー タ を 明 度 別 、

彩 度 別 に 分 類 し、 そ の 割 合 を棒 グ ラ フで 示 した もの で あ る 。 こ れ に よる と、 「喜 ・楽 」

感 情 は 、 明 度5～6、 彩 度12～13が 最 も多 い 。 図15一 ② の ポ ジ シ ョニ ン グ で は 、 中 明

度 ・高 彩 度 、 す な わ ち鮮 や か で は っ き り した色 彩 と相 関 す る こ とが確 認 で きる 。
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感情か らイメージされる色彩 について

3-3-(2)感 情 要 素 「寛 」 の 明 度 ・彩 度 ポ ジ シ ョ ン

図16一 ① 、 ② も 同様 に 、 「寛 」 感 情 一 優 しい 、 穏 や か な、 心 地 よ い一 の い ろ感 情 デ ー

タ を 明 度 別 、 彩 度 別 に分 類 した 割 合 を棒 グ ラ フで 示 し、 そ れ を基 に ポ ジ シ ョニ ン グ した

もの で あ る 。 こ れ に よ り、 「寛 」 感 情 は 、 明 度7～8、 彩 度6～8の 色 票 を 抽 出 した 被

験 者 が 最 も多 い こ とが 確 認 で き る。
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議
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【優 しい・穏 やかな ・心地よい】

色感情:明度・彩度ポジショニング

【図16一 ② い ろ感 情 デ ータ:「 喜 ・楽」 感情 の ポジ シ ョニ ング】

3-3-(3)感 情要素 「哀」の明度 ・彩度ポジシ ョン

図17一 ①、②は、「哀」感情一寂 しい、哀 しい、憂鯵な一のいろ感情データを明度別、

彩度別に分類した割合を棒グラフで示 し、それを基にポジショニングしたもので、「喜 ・

楽」感情 と 「寛」感情か ら、逆時計回 りにプロット分布が動いていることがわかる。「哀」

感情は、明度5～6、 彩度3の 色彩が最 も多 く抽出されている。 これ までの2感 情一

「喜 ・楽」感情 と 「寛」感情に比 して、明度は若干下がったものの、低～中明度 まで平

均 して分布 しているが、彩度が とても低 く、ほぼ無彩色に近い色彩が多 く抽出されたこ

とが確認できる。
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議
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【図17一 ② い ろ感情 デ ー タ:「 哀 」感情 の ポ ジ シ ョニ ン グ】

3-3-(4)感 情要素 「怒」の明度 ・彩度ポジション

最後に、図18一 ①、② は、「怒」感情 一不愉快 な、苦 しい、残忍な一のいろ感情デー

タを明度別、彩度別に分類 した割合 を棒グラフで示 し、それを基にポジショニングした

ものである。「哀」感情 より明度が低 く、明度3～5に 集中してお り、彩度3ま での色

彩に集中している。「怒」感情は、殆 どの被験者において無彩色に近い色彩 と相関して

いることが確認できる。
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4.総 括

色彩感情 「喜楽 ・怒 ・哀 ・寛」は、個々の感情の体験に関 らず、ある共通 した傾向を

持つことが明らかになった。まず、色度と色彩感情 との相関については、以下のことが

言える。

(1)「喜 ・楽」感情は、非常 に明瞭な赤み(+a*)～ 黄み(+b*)を 持つ色彩 と相関す

る。

(2)「寛」感i青は、やや中間色で黄み(+b*)の 軸を中心に赤み(+a*)～ 緑み(-a*)

の広い範囲の色彩 と相関する。このうち、「穏やかな」、「心地よい」は中間色の黄み

(+b*)～ 緑み(-a*)の 色彩 との相関が顕著で、「優 しい」は中問色の黄み(+b*)

～赤み(+a*)の 色彩との相関が見て取れる。

(3)「哀」感情は、無彩色 を抽出した被験者 も多 く、無彩色に近い青み(-b*)～ 緑み

(-a*)の 色彩と相関する。このうち、「憂鯵な」感情には、無彩色に近い黄み(+b*)

～赤み(+a*)の 色彩が特徴で、「寂しい」 と 「哀 しい」感情は、無彩色に近い緑み

(-a*)～ 青み(-b*)の 色彩が特徴である。

(4)「怒」感情に分類 した 「苦 しい」、「残忍な」感情 は無彩色 と相関 し、「苦 しい」感情

では、無彩色 に加えて、無彩色に近い緑み(-a*)の 色彩が特徴である。「残忍な」

感情 は、黄み(+b*)～ 青み(-b*)範 囲の 「0」軸周辺から離れた赤み(+a*)

が覚醒 され、「不愉快な」感情は、無彩色よ りも無彩色 に近い黄み(+b*)～ 赤み

(+a*)の 色彩が特徴である。

(5)「憂鯵な」感情 と 「不愉快な」感情 はいずれ も無彩色に近い黄み(+b*)～ 赤み

(+a*)の 色彩が特徴であることから、類似 した感情イメージを持っていることがわ
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かる。

(6)色度空間において、ポジティブ感情は無彩色の軸か ら最 も離れてお り、ネガティブ感

情は無彩色～無彩色に近 く、ニュー トラル感情 は、その中間に分布する。

次に、明度 ・彩度 と色彩感情 との相関については

chroma(彩 度)
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【図16一 ① 「喜 ・楽」 「寛」 「哀 」「怒 」感 情 の明 度 ・彩 度分 布 】

(7)「喜 ・楽 」 感 情 は、 明 度4～8の 中 ～ 高 明度 で 、 彩 度10～ の 高 彩 度 の 明 瞭 な 色 彩 の 範

囲 で 、 特 に 明 度5～6、 彩 度12～13の 色 彩 と相 関 す る 。

(8)「寛 」 感 情 は 、 明 度7～ 、 彩 度3～11で 高 明 度 、 広 範 囲 の 彩 度 の色 彩 傾 向 で 、 特 に 明

度7～8、 彩 度6～8の 色 彩 と相 関 す る。

「穏 や か な 」、 「心 地 よい 」、 「優 しい 」 感 情 は 、 いず れ も明 度7～8の 高 明 度 で 、 彩

度 に つ い て は 、 「穏 や か な」、 「心 地 よい」 感 情 は 、 彩 度4～10、 「優 し い」 感 情 は、 彩

度6～12と 前 者 よ り少 し彩 度 が 高 い 色 彩 と相 関 す る。

(9)ネガ テ ィ ブ感 情 に分 類 した 「哀 」 と 「怒 」 感 情 は、 明 度2～8、 彩 度0～7の 低 彩 度

の 範 囲 に 分 布 す る。 こ の う ち 、 「寂 しい 」、 「哀 し い」 感 情 は 、 明 度4～8で 中 ～ 高 明

度 、 彩 度0～7で 低 彩 度 の 範 囲 の色 彩 で 、 特 に、 明 度5～6、 彩 度3の 色 彩 と相 関す

る 。

「憂 轡 な」、 「不 愉 快 な」 感 情 は、 明 度3～5、 彩 度0～6レ ヴ ェル に まで 、 「寂 しい 」、

「哀 しい 」 よ り明 度 ・彩 度 と も低 い 色 彩 と相 関す る 。
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⑩ 「怒」感情に分類 した、「苦 しい」、「残忍な」感情は、「寂 しい」、「哀しい」、「憂欝な」、

「不愉快な」以上に明度 ・彩度 とも低 く、明度2～4、 彩度0～3レ ヴェルの低彩度

の色彩 と相関する。

(11)「哀」 と 「怒」のネガティブ感情は、殆 どの被験者において無彩色に近い色彩 と相関

する。

よって、ポジティブ感情 は、中～高明度で高彩度の明瞭な色彩、ニュー トラル感情は、

高明度で中彩度の少 し曖昧な色彩、 ネガティブ感情の うち、「寂 しい」感情の一部を除

いて、中～低明度で低彩度の重い、無彩色に近い色彩 と相関する。

5.今 後の課題

色彩感情 「喜楽 ・怒 ・哀 ・寛」が、個々の人々の個別の感情の体験 に関らず、ある共

通 した傾向を持ち、 どのような明度、彩度、色度をもつ 「色」によって人間の 「喜楽 ・

怒 ・哀 ・寛」の感情が覚醒 されるのかについて明 らかにできたことは、人々を包む建築

空間の色彩を検討する上での足がか りになる。ここでは、小 さな色票を使った基礎的な

実験 にとどまったが、 ここで明 らかになったい くつかの点を絞 りこみ、次に模型などに

よる3次 元での色彩空間を用いた実験調査を試みる。
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60歳 以上 と60歳以下、それぞれの 「いろ感情」の特徴傾向に差異は無 く、むしろ60歳

以上の集団の方が各感情の色度の特徴傾向が顕著である。
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